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お世話になります。 
さて昨日ご質問いただきました件につき下記の通りまとめましたのでご連絡させていただきます。 
 
１．ベントナイトの構造 
 ①板状結晶 

ベントナイトに含まれるモンモリロナイトはオングストロームレベルの薄い板状結晶の集まりです。

この板状結晶は圧力が加わるとちょうどトランプをテーブルの上にまいた様に配向性を示し重なり合い、

水の流れがあみだくじのように細く長くなるため、透水性が下がります。 
②層間水 
モンモリロナイトは結晶と結晶の間に水を吸着しやすい陽イオンを持ち、このイオンに水が大量に吸

着する事により層間隔は何倍かに広がりこれがベントナイトの膨張として表れます。この層間水はベン

トナイト粒子に固有化された水となり、移動が制限されます。また膨張により土粒子の間隙を満たす事

により止水性が発揮されます。水で水を止めると言う事です。 
 

２．Ｃa２＋イオンが多い環境でベントナイトが膨潤しにくい原因 
 層間の陽イオンには主にＮa＋とＣa２＋がありＮa＋を多く持ったベントナイトほど膨潤力が高いもので

す。よく言われるナトリウム型ベントナイトです。又、Ｃa２＋イオンが多い環境ではベントナイトは膨

潤しにくくなります。その原因を下記の通り述べます。 
①層間のイオンの影響 

まずＮa＋型ベントナイトにセメント分（Ｃa２＋）を大量に加えたとします。 
Ｃa２＋はＮa＋に比べ層間に入り易い性質があります。そうしてＮa＋のある部分はＣa２＋に追い出され結

晶の周りに漂う事になります。Ｎa＋とＣa２＋を比べるとＣa２＋の方が水を吸着する量が低く層間のＮa＋

がＣa２＋に置換されたものは層間に入ってくる水の量が減少します。又、層間に入ったＣa２＋はＮa＋よ

り電荷が多いので層と層を引き付ける力が強くなり水は層の中に入りにくくなります。これらの作用に

より、単位ベントナイト重量あたりに保有される水が制限され、結果膨潤力が低くなります。 
②層の周りにあるイオンの影響 

層の中に入りきらなかったＣa２＋イオンや層間にあったＣa２＋に追い出されたＮa＋イオンは結晶の周

りに漂っています。これらのイオンは水を吸着する働きがあり、層間に入ろうとする水をこれらのイオ

ンが引き付けてしまい水は層間に入りにくくなります。現象として、海水中でベントナイトの膨潤力が

低くなることが例としてあげられます。 
 

つたない説明ですが以上がセメントの影響によりベントナイトが膨潤しにくくなるメカニズムです。 
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